
市民ガイド（7） 2019（令和元）年8月15日号 2019（令和元）年8月15日号 （6）

下水道に関するお願い
市指定工事店で接続してください
　下水道は供用開始の日から一定期間内に接続することが法令で定められ
ています。早期接続にご協力ください。なお、市指定工事店（市ホームペー
ジに掲載）以外による工事は違法です。
建物の所有者に接続義務があります
　下水道の接続義務者は原則、建物の所有者です。共同住宅・借家などの
所有者は居住者と相談の上、接続にご協力ください。
油は流さないでください
　油は悪臭の発生や下水道管が詰まる原因になります。油は流さないよう
に努めましょう。
公共ますの維持管理
　公共ますは、官民境界に最も近い宅地内に設置し、市が維持管理してい
ます（ただし、市内中心地域などでは、例外もあります）。
公共ますの破損や詰まりなどの不具合があれば、至急下水道
サービス課にご連絡ください。
※公共ますには「まつやま　おすい」などと書かれています

○市内の火災（火災件数は、前年より11件増加） ○市内の救急（前年より救急出動件数98件・搬送人員63人増加）
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問下水道サービス課 ☎948–6528・ 934–1981

9月6日㈮〜13日㈮は下水道週間です ブース出展者を募集します

日時  ９月８日㈰13時30分～15時30分　
会場  中央浄化センター（南江戸四丁目）
内容  下水道への理解を深める実験や施設見学
対象  小学生とその保護者
定員  20組40人程度（先着順）
※申し込みなどの詳細は下水道サービス課
にお問い合わせください

日時  11月16日㈯９時45分〜16時30分（予定）
	 　 17日㈰９時30分〜15時30分（予定）　
会場  城山公園（堀之内）やすらぎ広場・ふれあい広場
対象  本市に事業所を置く、商品およびサービスなどのPR・展示・販売な
どを希望する企業・組合・団体など
定員  180区画程度（１区画は3.6㍍×2.7㍍）
料金  １区画の料金（２日間）▶展示（販売なし）＝5,000円、飲食・物販（販
売あり）20,000円
申し込み  ８月30日㈮17時（必着）。申込用紙（市ホームページまたは事
務局にあり）を直接または郵送・eメール
問い合わせ  えひめ・まつやま産業まつり事務局☎934–3660・ 948–
9276・   info@sugoimonohaku.com
※申込用紙や募集の詳細は、市ホームページで確認

〈飲食ブース〉

〈物販ブース〉

日本下水道協会標語  下水道　見えないしごとに　金メダル えひめ・まつやま産業まつり（すごいもの博2019）
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2019年　上半期火災・救急統計

※救急出動件数は、平成20年から増加傾向で、入院の必
要のない軽症者の利用が半数以上です。緊急を要する人の
ために、救急車の適正利用をお願いします
※統計の詳細は、市ホームページに掲載していますので、
ぜひご確認ください

問火災＝（消）予防課 ☎926–9247・ 926–9163
　救急＝（消）警防課 ☎926–9227・ 926–9188

2019年 2018年 前年比
件数 72件 61件 11件増
死者 ５人 ５人 同数
負傷者 10人 14人 ４人減

主な出火原因
たき火 11件（15.3％） たばこ ９件（12.5％）
放火 11件（15.3％） ストーブ ４件（5.6％）
こんろ ９件（12.5％） ※上位５種で全体の約６割を占めます

2019年 2018年 前年比
出動件数 12,979件 12,881件 98件増
搬送人員 12,033人 11,970人 63人増

　親子で参加できる実験や施設の見学などの体
験学習「親子かめまるくん教室」を開催します。
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　県内の地域産品を展示・販売して、各種産業や伝統文化への理解を深
めてもらうため「えひめ・まつやま産業まつり」の出展者を募集します。

※ちょっとした不注意で火災は起こります。以下のことに気をつけましょう。
▶こんろのそばを離れる時は火を消す▶たばこの後始末を徹底する
▶空気の乾燥や強風時のたき火は控える
▶放火を防ぐために家の周りに燃えやすいものを置かず、ごみは指定された日の朝に出す


